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信者 の 特質 -2- 





親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 今週 の ホ ト バ で も 、 信 
者 の 特質 に つい て 述べ て いき た いと 思い ます 。 
1- 信 者 は 寛容 で 、 許 す 人 で ある 。 
「 親 切な 言葉 と 寛容 と は 、 偽 辱 を 伴 2 施し も の に 優 
る 。 アッ ラー は 富有 に し て 慈悲 深く あら れる 。 」 (雌牛 
章 第 263 節 ) 「 あ な た が た が 善い 行い を 公然 と し て も 、 


そっ と 隠 れ て し て も 、 また は 被っ た 害 を 許し て や っ て も 、 


本 当 に アッ ラー は 寛容 に し て 全能 な 方 で あら れる 。 」 
(婦人 章 149 節 ) 「 寛容 を 守り 、 道理 に か な っ た こと を 
勧め 、 無知 の 者 か ら 遠 ざか れ 。 」 ( 高 璧 章 第 199 節 ) 
「 だ が 耐え 忍 ん で 赦し て や る 
こと 、 それ こそ (アッ ラー の 決 
め ら れん た ) 確 固 た る 人 の 道 と 
いう も の 。 」 (相談 章 第 43 節 ) 

2- 信 者 は 富 や 財産 に 影 
針 さ れ な い 。 

「( か れ に 協力 する 者 と 
は ) も し われ の 取り 計 い で 地 
上 に (支配 権 を ) 確立 する と 
礼拝 の 務め を 守り 、 定め の 
音 捨 を な し 、 (人 びと に ) 正 
義 を 命じ 、 邪悪 を 禁ず る 者 
で ある 。 本 当 に 凡 て の 事 の 
結末 は 、 ア デッラ ー に 属す る 。 」「 現 世 の 生 活 を 世 っ てい 
る 者 た ち は 言 っ た 。『 あ あ 、 わ た し た ち も カ ー ル ー ン に 
与え られ た よう な も の が 戴け た な ら ば な あ 。 本 当 に か 
れ は 、 素 晴 し い 幸運 の 持 主 で す 。 』 だ が ( 真 の ) 知識 
を 授け られ て いた 者 た ち は 言 っ た 。『 情 け な い こと を 
言う な 。 信仰 し て 善い 行い に 励む 者 に と っ て は 、 ア ッ 
ラー の 報奨 こそ 最も 優れ て いま す 。 だ が よく 耐え 忍ぶ 
者 だ けが 、 そ れ を 戴く だ ろう 。 』」 (物語 章 第 79 一 80 
節 ) 

3- 信 者 は 両親 に 対し よく 振舞 う 。 

「 あ な た の 主 は 命じ られ る 。 か れ の 外 何 者 を も 祭 拝 
し て は な ら な い 。 また 両親 に 寺 行 し な さい 。 も し 両親 
か また その どちら か が 、 あ な た と 一 緒 に いて 老齢 に 達 
し て も 、 か れ ら に 『 ち えっ J と か 荒い 言葉 を 使わ ず 、 親 
切な 言葉 で 話し な さい 。 」」( 夜 の 旅 章 第 23 節 )「 だ が 
も し 、 あ な た の 知ら な いも の を 、 われ に (同等 に ) 配 す 
る こと を 、 か れ ら (両親 ) が あな た に 強い て も 、 か れ ら に 
従っ て は な ら な い 。 だ が 現世 で は 毅 切 に か れ ら に 仕 
え 、 悔 惜 し て われ の 許 に 帰る 者 に 従え 。 や が て あな た 
が た は われ に 帰り 、 わ れ は あな た が た の 行っ た こと を 
告げ 知ら せる の で ある 。 」 (レク マー ン 章 第 15 節 ) 





4- 信 者 は 困難 に 耐え る 。 
「 そ れ と も あな た が た は 、 先 に 過ぎ 去っ た 者 た ち が 
会 っ た よう な (試み が ) まだ 訪れ な い 先 に (至上 の 

幸福 の ) 園 に 入ろう と 考え る の か 。 か れ ら は 災難 や 困 
負 に 見 舞 わ れ 、 (不安 の 中 に ) 動揺 さす られ て 、 使 徒 
も 一 緒 の 信者 た ら も 、『 ア ッ ラ ー の 御 助け は 、 何時 ( 来 
る ) だ ろう 。 』 と 叫ん だ 程 で あっ た 。 ああ 、 本 当 に アッ ラ 
ー の 御 助 け は 近付い て いる 。 」 (雌牛 章 第 214 節 )「 ど 
れ 程 の 預言 者 が 、 信 心 深 い 多 く の 敬 神 な 上 衆 と 共に 戦 
っ た か 。 か れ ら は アッ ラー の 道 に お いて 、 遭遇 し た こと 
に 気力 を 藩 さ な いで 、 また 到 
気 に も な ら ず 届 し な か っ た 。 
誠に アッ ラー は 耐え 忍ぶ も の 
を 愛 で ら れる 。 」 (イム ラー ン 
家 章 第 146 節 )「 人 びと は 、 
「 わ た し た ち は 信 じ ま す 。 』 と 
言い さえ すれ ば 、 試 み ら れ る 
こと は な く 、 放っ て 置か れる と 
考え る の か 。 」 ( 昧 章 第 2 
節 )「 災難 に 遭う と 、『 本 当 に 
わた し た ち は 、 アッラー の も の 。 
か れ の 御 許 に わた し た ち は 
帰り ます 。 』 と 言う 者 」 (雌牛 章 
第 156 節 ) 

5- 信 者 は 平和 や 和解 を も た ら す 。 

「 信 者 た ち は 上 兄弟 で ある 。 だ か ら あ な た が た は 見 
第 の 間 の 融和 を 図り 、 アッ ラー を 長 れ な さい 。 必ず あ 
な た が た は 慈悲 に あず か る の で ある 。 」 (部 屋 章 第 10 
節 )「 も し も 信者 が 2 つ に 分 れ て 争 え ば 、 両者 の 間 を 
調停 し な さい 。 も し か れ ら の 一 方 が 他方 に 対し て 、 (一 
方 的 に ) 無法 な こと を する な ら ば 、 無法 者 が アッ ラー 
の 命令 に 立ち 返る まで 戦い な さい 。 だ が か れ ら が 立 
ちか えっ た な ら ば 、 正義 と 公平 を 旨 と し て か れ ら の 間 
を 調停 し な さい 。 本 当 に アッ ラー は 公正 な 者 を 愛さ れ 
る 。 」 (部 屋 章 第 9 節 )「 も し あな た が た が 、 両 人 の 破局 
を 恐れ る な ら ば 、 男 の 一 族 か ら 一 人 の 調停 者 を 、 また 
女 の 一 族 か ら も 一 人 の 調停 者 を あげ な さい 。 両 人 が 
も し 和解 を 望む な ら ば 、 アッ ラー は 両 人 の 間 を 融和 さ 
れ よ 2 う 。 本 当 に アッ ラー は 、 全 知 に し て 何ごと に も 通 暁 
し て お られ る 。 」 (婦人 章 第 86 節 )「 も し 家 に 誰 も いな 
いと 分 っ た な ら ば 、 許 し が ある まで 、 それに 入っ て は 
な ら な い 。 も し 帰る よう 言わ れ た 時 は 帰れ 。 それ は あ 
な た が た の た め に 一 段 と 清廉 で や る 。 アッ ラー は あな 
た が た の 行う 2 こと を 知っ て お られ る 。 」 ( 御 光 章 第 28 
節 ) 
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